
＜堺市立三国丘中学校 生徒会規約＞ 

第１章  構  成 

第１条  本会は堺市立三国丘中学校生徒全員が参加し組織するものとする。 

 

 第 2 章  目  的 

第２条  本会は本校生徒がより良き学校生活を送るため、全員が積極的に参加し、学校及び、地域と協力しな

がら活動する。 

 

第３章  生 徒 総 会 

第３条  生徒総会は、本校生徒全員をもって構成する生徒会最高の議決機関であり、次の事項について審議す

る。 

第 1 項  生徒会規約および生徒会役員選挙規約の制定または改正に関すること。 

第 2 項  役員の承認および解任に関すること。 

第４条  生徒総会は、生徒会執行部が必要と認めた時または全会員の４分の 1 以上の要求があった時は、これ

を開かねばならない。 

第５条  生徒総会の議長および副議長は、生徒会役員の会長および副会長が務める。 

第６条  生徒総会は、やむを得ない理由がない限り、全会員の出席を必要とする。 

第７条  生徒総会は、全会員の３分の２以上の出席によって成立する。 

第８条  生徒総会における提案事項の議決は、出席者の過半数をもって成立する。 

 

第４章  議  会 

第９条  議会は本規約にかかげられた目的遂行に必要な権限を与えられ、生徒の意見を代表する最高機関とす

る。 

第１０条 議会は本部役員・各学級代表をもって組織する。 

第１１条 議会は議長１名、副議長１名を選出し、その運営にあたる。 

 議長及び副議長は学級代表の互選により、会長が委嘱する。 

第１２条 議会は月１回原則として開催する。本部役員で構成する役員会は議会を随時に開催する事ができる。

また、学級代表の３分の１の要求があれば役員会は議会を開催しなければならない。 

第１３条 議会は学級代表の２分の１以上の出席がなければ議事を議決することができない。 

第１４条 議事は出席本部役員・学級代表の過半数で決し可否同数のときは議長の決するところによる。 

 

第５章  役 員 会 

第１５条 役員会は会長 1 名、副会長 1 名、運営委員 5 名、合計７名で構成する。 

第１６条 会長・副会長・運営委員は生徒会執行部と称し、生徒全員の無記名投票により選出する。役員の任期

は 1 期とし 3 月と 10 月に改選する。 

（役員の選挙については別途生徒会役員選挙規約を制定する） 

第１７条 役員会は生徒会の運営にあたり議会に対して連帯して責任を負う。 

第１８条   

  第 1 項  会長は役員会を代表して議案を議会に提出し生徒会の運営について議会に報告する。 

第 2 項  副会長は常に会長をたすけて会長に事故ある時はその職務を代行する。 

第 3 項  運営委員は生徒会運営に関する生徒会全般の活動に参画する。 



第１９条 役員欠損の場合は議会においてこれを補充する。 

第２０条 役員会は必要に応じて会長が顧問にはかって開催することができる。部活動の責任者を招集し、拡大

役員会を行うこともできる。 

第２１条 役員会開催の必要のない場合、生徒会顧問の指揮の下、生徒会執行部が議会、役員会の決定事項等を

執行し、通常の生徒会業務を推進する。 

 

     第６章  学 級 代 表 

第２２条 学級代表は学級を代表し議会に出席する。学級代表欠損の場合、学級で代行を選出し残余の期間職務

を代行する。 

 

 

     第７章  委 員 会 

第２３条 役員会の下に次の委員会を設け、委員長 1 名・副委員長１名をおく。 

    文化委員会（文化活動の総括・文化行事の開催） 

    保健給食委員会（健康生活向上の啓蒙活動・衛生環境を整える） 

    体育委員会（体育活動の総括・体育行事の開催） 

    整美委員会（清掃の企画・点検・用具の管理・花壇の手入れ及び水遣り） 

    放送委員会（朝、昼の放送・行事での放送担当） 

    図書委員会（図書の貸し出し・読書の啓発運動） 

第２４条 各学級において委員会ごとに男女各 1 名の委員を選出する。 

第２５条 委員会は必要に応じて委員長が顧問にはかって開催することができる。なお委員長は委員の 3 分の１

以上の要求がある場合委員会を開かねばならない。 

 

     第８章  財  務 

第２６条 生徒会活動にかかわる費用の執行にあたっては、常に顧問の管理下において執行されるものとし、会

計監査については本校規定に基づく。 

 

     第９章  顧  問 

第２７条 教員中より選出された顧問は役員会・議会に出席して指導し助言する。 

 

     第１０章  最 終 決 定 権 

第２８条 生徒会に関する一切の活動・行事に対しては、職員会議を経て校長が最終決定権を有する。 

 

     第１１章  規 約 改 正 

第２９条 本規約に対する改正は生徒総会において 4 分の 3 以上の賛成を得、校長に承認されて初めて成立す

る。 

令和６年度改訂（２０２５・３・３） 

 


